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二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年
に
「
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
百
五
十
年
・
立
教
開
宗
八
百

年
」
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
こ
の
機
縁
の
意
味
を
考
え
つ
つ
、
同
朋
大
学
佛
教
文
化

研
究
所（
以
下「
研
究
所
」）に
お
け
る
学
術
研
究
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。

　

研
究
所
は
、
昭
和
五
十
二
（
一
九
七
七
）
年
の
設
立
以
来
、
同
朋
大
学
の
学
祖
住

田
智
見
先
生
の
史
学
を
重
視
す
る
学
風
と
、
初
代
学
長
稲
葉
圓
成
先
生
が
示
さ
れ
た

「
ひ
ろ
く
仏
教
文
化
の
研
究
と
興
隆
に
寄
与
し
、
も
っ
て
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
」

と
い
う
方
針
に
基
づ
き
、
真
宗
史
・
仏
教
文
化
研
究
に
取
り
組
み
続
け
て
き
て
い
ま

す
。
な
か
で
も
、
親
鸞
（
一
一
七
三
～
一
二
六
二
）
と
そ
の
門
弟
集
団
の
由
緒
を
持

つ
寺
院
を
「
真
宗
初
期
遺
跡
寺
院
」
と
呼
称

し
、
現
地
訪
問
を
中
心
と
す
る
研
究
調
査
活

動
を
、
現
在
に
至
る
ま
で
約
四
百
回
、
積
み

重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、い
つ
も
議
論
さ
れ
て
き
た
の
が
、

「
親
鸞
と
そ
の
門
弟
集
団
」
の
歴
史
的
性
格

で
し
た
。
こ
れ
は
日
本
中
世
・
宗
教
社
会
史

の
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
と
も
に
、浄
土
真
宗
の
「
立
教
開
宗
」
を
考
え
る
際
に
も
、

重
要
な
論
点
が
そ
こ
に
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

浄
土
真
宗
の
宗
祖
と
さ
れ
る
親
鸞
が
承
安
三
（
一
一
七
三
）
年
の
誕
生
で
あ
る
こ

と
は
、
そ
の
複
数
あ
る
自
筆
聖
教
の
識
語
に
年
時
と
年
齢
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
の
逆
算
で
、
確
定
的
に
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
一
人
の
人
間
と
し
て
の
「
親

鸞
誕
生
」
が
「
浄
土
真
宗
」
の
「
立
教
開
宗
」
に
結
実
し
ま
す
。
親
鸞
の
主
著
『
顕

浄
土
真
実
教
行
証
文
類
（
教
行
信
証
）』
の
化
身
土
本
巻
に
「
我
が
元
仁
元
年
甲
申
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
五
十
二
歳
に
相
当
す
る
元
仁
元
（
一
二
二
四
）
年
頃
に
は
、
浄

土
真
宗
の
根
本
聖
典
と
な
る
『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
（
教
行
信
証
）』
の
内
容

が
ほ
ぼ
ま
と
ま
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
元
仁
元
年
に
「
立
教
開
宗
」
の
意
味
が
見
出
さ
れ
て
く
る
の
で
す
が
、
親

鸞
の
「
立
教
開
宗
」
を
め
ぐ
っ
て
は
、
た
と
え
ば
楠
信
生
「
真
宗
開
顕
」（『
教
化
研

究
』
第
一
六
五
号
、
二
〇
一
九
年
）
に
お
い
て
五
点
の
意
味
が
確
か
め
ら
れ
、
そ
の

最
後
に
、
念
仏
の
教
え
の
連
続
無
窮
、
僧
伽
へ
の
志
願
が
あ
っ
た
と
示
さ
れ
ま
す
。

受
け
と
め
直
せ
ば
、
親
鸞
に
お
け
る
「
立
教
開
宗
」
に
、「
同
朋
」（
と
も
に
仏
の
教

え
を
聞
く
仲
間
）、
す
な
わ
ち
門
弟
の
出
現

が
重
要
な
意
味
を
持
つ
と
言
う
こ
と
が
で
き

ま
し
ょ
う
。『
教
行
信
証
』
の
執
筆
は
、
と

も
に
教
え
を
聞
く
「
同
朋
」
の
存
在
あ
っ
て

の
こ
と
と
考
え
る
も
の
で
す
。

　

親
鸞
は
法
然
を
師
と
し
、
そ
の
教
え
こ
そ

を
「
浄
土
真
宗
」
と
受
け
と
め
ま
し
た
。
そ

し
て
、「
弟
子
一
人
も
持
た
ず
候
」（『
歎
異
抄
』
第
六
章
）
と
い
う
言
葉
が
知
ら
れ

ま
す
が
、
歴
史
的
実
態
と
し
て
は
親
鸞
の
門
弟
集
団
が
出
現
し
、
そ
し
て
、
そ
の
系

譜
を
受
け
継
ぐ
「
初
期
真
宗
門
流
」
集
団
が
後
世
、
多
彩
に
展
開
し
ま
し
た
。「
念

仏
の
教
え
の
連
続
無
窮
」
は
、
関
わ
る
す
べ
て
の
歴
史
あ
っ
て
の
こ
と
で
す
。
今
回

の
機
縁
に
研
究
所
編
『
親
鸞
・
初
期
真
宗
門
流
の
研
究
』（
法
藏
館
）
を
刊
行
し
ま
す
。

研
究
所
設
立
四
十
五
年
目
の
成
果
で
あ
り
、
か
つ
さ
ら
な
る
取
り
組
み
の
出
発
点
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 第 36 号
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知
の
権
力
性
・
暴
力
性
─
─
専
門
家
の
陥
穽

玉
井　
　

威

　

そ
も
そ
も
「
知
」
は
、
現
象
を
客
体
と
し
て
分
析
・
分
節
化
し
、
名
づ
け
（
言
葉

化
し
）、
操
作
し
、
分
類
し
た
り
す
る
働
き
を
持
つ
。
つ
ま
り
「
知
」
は
現
象
を
分

析
対
象
、
操
作
対
象
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
し
て
我
々
の
了
解
可
能
な
ま
で
に
そ
れ

を
分
析
し
、細
分
化
し
、操
作
し
て
意
味
づ
け
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
科
学
の
持
つ「
知
」

に
他
な
ら
な
い
。
い
わ
ば
現
象
を
解
体
し
、
細
分
化
す
る
こ
と
で
、
部
分
を
全
体
か

ら
切
り
離
す
の
だ
と
言
っ
て
も
よ
い
。

　

科
学
知
は
ま
た
、
対
象
と
自
己
と
を
切
り
離
す
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
す
る
。
つ
ま

り
、
切
り
離
す
こ
と
で
対
象
と
自
己
と
の
間
に
距
離
が
で
き
、
外
か
ら
客
観
的
な
観

察
が
可
能
と
な
る
。
科
学
知
は
い
わ
ば
「
私
」
抜
き
の
知
と
言
え
よ
う
。
自
然
を
対

象
と
す
る
自
然
科
学
の
知
は
ま
さ
し
く
こ
の
よ
う
な
知
で
あ
る
。

　

社
会
科
学
の
場
合
も
、
社
会
現
象
を
対
象
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
客
観
的
な
知
の

追
及
を
目
指
す
。
社
会
科
学
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
社
会
福
祉
学
も
、
伝
統
的
に
は
こ

の
よ
う
な
性
格
を
持
つ
が
、
同
時
に
、
社
会
福
祉
学
は
目
の
前
の
、
現
に
苦
し
ん
で

い
る
人
々
を
、
臨
床
的
に
、
対
症
的
に
支
援
し
て
い
く
性
格
を
有
す
る
。
そ
の
社
会

福
祉
学
に
お
い
て
科
学
知
・
操
作
知
が
持
ち
込
ま
れ
た
場
合
、
客
体
と
し
て
の
対
象

（
人
）
を
支
配
し
、抑
圧
し
、科
学
「
知
」
の
も
と
に
対
象
を
服
従
さ
せ
る
虞お
そ
れが
あ
る
。

　

い
か
な
る
分
野
で
あ
れ
、
専
門
家
は
専
門
知
（
言
葉
）
を
有
し
（
知
の
所
有
者
）、

ま
さ
に
そ
の
専
門
知
の
ゆ
え
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
を
常
に
対
象
化
し
て
、
そ
の
全

体
性
を
分
析
し
、
解
体
し
、
操
作
す
る
の
で
あ
る
が
、
対
象
が
人
に
向
か
う
場
合
、

専
門
家
は
、
そ
の
特
権
的
な
知
の
ゆ
え
に
、
対
象
（
相
手
）
か
ら
言
葉
を
奪
い
、
対

象
（
相
手
）
を
弱
体
化
し
、
無
力
化
す
る
虞
が
つ
ね
に
あ
る
。
ま
し
て
や
、
制
度
や

社
会
構
造
と
の
関
係
に
お
い
て
、
パ
ワ
ー
の
欠
如
し
た
状
態
に
お
か
れ
、
社
会
的
に

抑
圧
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
社
会
的
弱
者
」
を
対
象
と
す
る
社
会
福
祉
の
場
合
は
、
こ

の
「
知
」
の
持
つ
権
力
性
、
暴
力
性
を
常
に
心
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

社
会
福
祉
は
そ
の
よ
う
な
人
に
パ
ワ
ー
を
つ
け
て
も
ら
う
こ
と

（em
pow
erm
ent

）
を
目
指
す
は
ず
な
の
に
、
逆
に
相
手
の
力
を
そ
ぎ
、
相
手
を
無

力
化
す
る
こ
と（disem

pow
erm
ent

）に
な
っ
て
し
ま
う
。
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
─
ワ
ー

カ
ー
と
い
う
関
係
は
、
も
と
も
と
「
知
」
と
い
う
パ
ワ
ー
（
権
力
）
と
い
う
点
で
不

平
等
で
あ
り
非
対
称
で
あ
る
。
自
ら
を
専
門
の
援
助
者
、
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
位
置
づ

け
、
被
援
助
者
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
を
操
作
対
象
と
し
て
パ
タ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ク
に
か

か
わ
っ
て
い
く
と
き
、
そ
の
「
知
」
の
権
力
性
・
暴
力
性
の
問
題
が
発
生
す
る
の
で

あ
る
。
被
援
助
者
（
客
体
）
の
側
か
ら
言
え
ば
、
自
分
が
何
者
で
あ
る
の
か
、
自
分

は
何
を
す
べ
き
か
の
判
断
・
決
定
（
自
己
決
定
）
が
奪
わ
れ
、
専
門
家
で
あ
る
他
者

の
手
に
ゆ
だ
ね
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
が
専
門
家
と
言
わ
れ
る
人
た
ち
の
心
す
べ
き
陥
穽
で
あ
る
。

〔
付
記
〕
本
稿
の
内
容
は
、
筆
者
が
二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
ま
で
所
属
し
て

い
た
本
学
の
社
会
福
祉
学
部
と
大
学
院
人
間
福
祉
研
究
科
に
お
い
て
、授
業
に
際
し
、

学
生
・
院
生
に
語
っ
た
も
の
で
す
。

　

筆
者
は
、
か
ね
て
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
の
言
う

「
知
に
内
在
す
る
権
力
の
働
き
」に
関
心
を
持
ち
、刺
激
を
受
け
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

イ
ン
ド
の
仏
教
論
理
学
者
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
の
ア
ポ
ー
ハ
論
（
語
は
そ
の
意
味
を
「
他

の
排
除
」
に
よ
っ
て
表
す
）
に
影
響
さ
れ
て
、
知
の
も
つ
権
力
性
、
排
他
性
、
暴
力

性
に
関
心
を
持
つ
に
至
り
、
そ
こ
か
ら
将
来
、
福
祉
の
現
場
で
福
祉
の
専
門
家
と
し

て
働
く
学
生
・
院
生
に
、
心
す
べ
き
こ
と
と
し
て
、
語
っ
た
も
の
で
す
。

◎�
千
枝
大
志
・
川
口
淳
編
『
こ
れ
で
あ
な
た
も
歴
史
探
偵
！
歴
史
資
料
調
査
入

門
（
爽
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｓ
）』（
風
媒
社
、
二
〇
二
二
年
八
月
）
刊
行
。
東
海
三
県

の
具
体
的
な
資
料
を
読
み
解
く
実
践
を
通
し
て
、
歴
史
資
料
と
向
き
合
う
ヒ

ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
す
。



2023．3．313

徳
川
（
松
平
）
家
臣
団
と
浄
土
真
宗
に
つ
い
て
の
覚
書

安
藤　
　

弥

　
　
　

は
じ
め
に

　

二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
ど
う
す
る
家
康
」
の
放
送
を
機

縁
と
し
て
、関
連
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
課
題
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は「
徳

川
（
松
平
）
家
臣
団
と
浄
土
真
宗
（
一
向
宗
）」
の
関
係
に
つ
い
て
寸
考
を
提
示
し

て
お
き
た
い
。
こ
の
課
題
は
特
に
三
河
一
向
一
揆
（
一
五
六
三
～
四
年
）
に
関
係
し

て
、
す
で
に
注
目
さ
れ
て
き
た
が
、
現
時
点
で
は
、
研
究
の
進
展
を
受
け
、
理
解
の

仕
方
に
つ
い
て
、あ
ら
た
め
て
考
え
る
必
要
性
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
な
お
、

す
べ
て
の
事
例
に
触
れ
る
紙
幅
は
無
く
、（
一
）
石
川
氏
、（
二
）
本
多
氏
、（
三
）

渡
邉
氏
の
主
要
な
内
容
に
絞
っ
て
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
　
（
一
）
石
川
氏　

　

家
康
の
重
臣
で
あ
り
、
後
に
豊
臣
秀
吉
方
に
出
奔
す
る
石
川
伯
耆
守
数
正
（
？
～

一
五
九
二
）
が
一
般
的
に
は
著
名
で
あ
る
が
、
浄
土
真
宗
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
そ

の
祖
父
安
芸
守
清
兼
（
？
～
一
五
七
八
）
か
ら
注
目
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

清
兼
は
松
平
清
康
・
広
忠
に
仕
え
た
重
臣
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
一
方
で
真
宗
史
・

地
域
史
上
、
著
名
な
野
寺
本
證
寺
門
徒
連
判
状
（
一
五
四
九
年
）
に
も
筆
頭
者
と
し

て
そ
の
署
名
が
見
出
せ
る
人
物
で
あ
る
。
松
平
家
臣
で
あ
り
か
つ
本
願
寺
門
徒
と
い

う
、
い
わ
ゆ
る
〝
門
徒
武
士
〟
の
典
型
的
な
あ
り
よ
う
を
示
す
存
在
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
清
兼
の
妻
が
刈
谷
水
野
氏
出
身
で
、
家
康
の
伯
母
に
当
た
る
妙
春

尼
（
妙
西
尼
）
で
あ
り
、
彼
女
も
本
願
寺
門
徒
で
あ
っ
た
。
三
河
一
向
一
揆
後
、
僧

侶
追
放
中
の
国
内
に
お
い
て
在
地
門
徒
を
統
括
し
、
二
〇
年
後
の
「
一
向
宗
」
赦
免

（
一
五
八
三
年
）
に
も
尽
力
し
て
実
現
さ
せ
る
と
い
っ
た
、
き
わ
め
て
重
要
な
役
割

を
果
た
す
人
物
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
清
兼
と
妙
春
尼
の
間
に
生
ま
れ
た
の
が
石
川
日
向
守
家
成
（
一
五
三
四

～
一
六
〇
九
）
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
三
河
一
向
一
揆
の
際
、
家
康
配
下
で
戦
っ
た
。

一
揆
の
最
終
局
面
で
一
揆
方
の
最
高
拠
点
で
あ
っ
た
土
呂
本
宗
寺
「
寺
内
」
に
入
っ

て
和
睦
を
伝
え
、
立
て
籠
っ
て
い
た
門
徒
武
士
達
を
従
え
て
い
る
。
一
揆
後
、
家
康

家
臣
団
に
お
い
て
西
三
河
の
旗
頭
と
な
り
さ
ら
に
活
躍
し
た
後
、
そ
の
地
位
を
甥
の

数
正
に
譲
る
こ
と
に
な
る
（
一
五
六
九
年
）。
家
督
を
息
子
に
譲
り
（
一
五
八
〇
年
）、

三
河
「
七
か
寺
」
赦
免
（
一
五
八
五
年
）
の
際
に
は
、
野
寺
本
證
寺
の
「
寺
内
」
領

域
の
再
確
保
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

　

家
成
の
甥
で
あ
る
数
正
も
三
河
一
向
一
揆
の
際
、
家
康
方
で
戦
い
、
一
揆
の
後
に

本
宗
寺
が
退
去
し
た
土
呂
に
城
を
構
え
拠
点
に
し
た
と
い
う
。
土
呂
は
も
と
も
と
石

川
氏
ゆ
か
り
の
地
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え
に
本
宗
寺
が
創
建
さ
れ
た
と
も
言

わ
れ
る
。
数
正
の
秀
吉
方
へ
の
出
奔
が
「
七
か
寺
」
赦
免
の
直
後
で
あ
る
こ
と
、
彼

の
葬
儀
が
京
都
七
条
河
原
で
行
わ
れ
た
こ
と
を
本
願
寺
に
寄
寓
す
る
山
科
言
経
が
そ

の
日
記
に
記
す
こ
と
な
ど
に
は
、
数
正
と
浄
土
真
宗
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
何
か
検

討
課
題
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

　
　
　
（
二
）
本
多
氏

　

家
康
の
家
臣
と
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
“
徳
川
四
天
王
”
に
数
え
ら
れ
る
本
多
平
八

郎
忠
勝
（
一
五
四
八
～
一
六
一
〇
）、そ
し
て
三
河
一
向
一
揆
の
際
、一
揆
方
で
戦
い
、

敗
北
し
て
追
放
後
に
帰
参
し
て
家
康
の
側
近
と
な
る
本
多
弥
八
郎
正
信
（
一
五
三
八

～
一
六
一
六
）
が
一
般
的
に
も
著
名
で
あ
ろ
う
。

　

本
多
正
信
に
つ
い
て
、
少
し
詳
し
く
確
か
め
る
と
、
三
河
一
向
一
揆
に
お
い
て
正

信
が
立
て
籠
っ
た
場
所
は
酒
井
忠
尚
が
拠
点
と
し
た
上
野
城
で
あ
る（『
松
平
記
』『
三

河
物
語
』）。
正
信
の
父
俊
正
が
酒
井
忠
尚
に
仕
え
て
い
た
所
縁
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意

味
で
正
信
が
最
初
か
ら
本
願
寺
門
徒
で
あ
っ
た
と
い
う
確
証
は
得
ら
れ
な
い
。な
お
、

正
信
の
弟
で
あ
る
三
弥
正
重
は
三
河
「
三
か
寺
」
の
一
つ
、針
崎
勝
鬘
寺
に
立
て
籠
っ

て
戦
い
、
家
康
方
の
大
久
保
忠
世
と
鉄
砲
で
撃
ち
合
い
、
撃
ち
負
け
て
い
る
（『
三

河
物
語
』）。

　

正
信
は
一
揆
後
、国
外
に
出
て
加
賀
国
に
住
ん
だ
と
い
う（『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』）。
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加
賀
は
実
質
的
に
本
願
寺
領
国
で
あ
り
、
所
縁
の
深
ま
り
を
感
じ
さ
せ
る
。
家
康
配

下
に
帰
参
し
て
後
の
こ
と
と
し
て
、よ
く
触
れ
ら
れ
る
の
は
、「
関
ケ
原
の
戦
い
」（
一

六
〇
〇
年
）
の
後
、
家
康
と
教
如
の
対
面
に
正
信
も
同
席
し
、
そ
こ
で
家
康
に
本
願

寺
の
東
西
分
派
を
認
め
る
よ
う
進
言
し
た
こ
と
で
あ
る
（『
宇
野
新
蔵
覚
書
』）。
さ

ら
に
正
信
は
、
東
本
願
寺
創
建
に
あ
た
っ
て
そ
の
御
影
堂
に
安
置
す
る
「
御
真
影
」

を
関
東
の
妙
安
寺
か
ら
移
譲
す
る
際
に
も
口
添
え
を
し
て
い
る
（
妙
安
寺
文
書
等
）。

　

そ
し
て
、
も
っ
と
も
注
目
す
べ
き
は
正
信
の
死
去
（
一
六
一
六
年
）
に
あ
た
り
、

東
西
両
本
願
寺
に
本
多
家
か
ら
志
納
金
が
あ
り
、
両
寺
と
も
に
七
月
十
八
日
か
ら
法

要
を
勤
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（『
元
和
日
記
』『
重
要
日
記
抜
書
』
＊
1
）。
こ
れ

は
表
記
か
ら
し
て
正
信
自
身
の
遺
志
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
正
信
系
本
多

家
は
江
戸
神
田
徳
本
寺
（
浄
土
真
宗
）
と
の
ゆ
か
り
が
深
く
、
江
戸
時
代
に
は
本
多

正
信
夫
妻
が
篤
信
の
本
願
寺
門
徒
で
あ
っ
た
と
い
う
伝
承
が
増
幅
さ
れ
て
い
く
。

　

＊
1�

拙
稿
「
三
河
一
向
一
揆
」（『
徳
川
家
康
合
戦
録
』
星
海
社
新
書
、
二
〇
二
二

年
一
一
月
）
で
「
正
信
の
葬
儀
は
東
本
願
寺
で
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
」
と
し

た
の
は
誤
記
で
あ
り
、
訂
正
す
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
あ
ま
り
広
く
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
本
多
忠
勝
も
浄
土

真
宗
と
の
所
縁
が
あ
る
。
前
述
し
た
『
宇
野
新
蔵
覚
書
』
に
は
正
信
だ
け
で
な
く
、

忠
勝
の
こ
と
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
三
河
一
向
一
揆
の
際
、
忠
勝
は
本
願
寺
門
徒
に

は
な
ら
な
い
と
い
う
一
札
を
出
し
た
が
、内
心
は
贔
屓
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

忠
勝
の
本
多
家
は
桑
名
の
浄
土
寺
（
浄
土
宗
）
を
菩
提
寺
と
し
、
同
寺
に
忠
勝
の

墓
も
あ
る
が
、
忠
勝
は
ま
た
、
か
つ
て
土
呂
に
あ
っ
た
浄
専
寺
と
い
う
真
宗
寺
院
も

菩
提
寺
の
一
つ
と
し
て
い
る
。
浄
専
寺
は
忠
勝
系
本
多
家
が
江
戸
時
代
に
転
封
す
る

た
び
に
従
っ
て
移
動
し
、
最
後
は
岡
崎
城
下
に
落
ち
着
く
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
現

在
の
元
能
見
浄
専
寺
で
あ
り
、
忠
勝
の
父
の
名
に
ち
な
み
忠
高
山
を
号
し
て
い
る
。

な
お
、
土
呂
に
も
浄
専
寺
が
再
興
し
現
存
し
て
い
る
。

　
　
　
（
三
）
渡
邉
氏

　

渡
邉
半
蔵
守
綱
（
一
五
四
二
～
一
六
二
〇
）
が
よ
く
知
ら
れ
る
が
、
彼
は
三
河
一

向
一
揆
の
際
に
は
家
康
家
臣
を
離
れ
、
針
崎
勝
鬘
寺
に
立
て
籠
り
一
揆
方
で
戦
っ
て

い
る
。
勝
鬘
寺
の
南
方（
土
呂
よ
り
少
し
南
西
）の
浦
部
村
出
身
と
い
う
地
縁
も
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
が
、
渡
邉
一
党
を
あ
げ
て
本
願
寺
門
徒
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

守
綱
の
武
勇
は
同
じ
く
槍
の
名
手
と
さ
れ
た
蜂
屋
半
之
丞
貞
次
と
と
も
に
伝
え
ら

れ
て
い
る
が
、
守
綱
以
上
に
奮
戦
し
た
の
が
そ
の
父
髙
綱
だ
っ
た
と
言
え
る
。
髙
綱

は
出
撃
し
て
来
た
家
康
に
対
し
て
も
退
く
こ
と
な
く
戦
い
、
拮
抗
し
た
後
、
最
後
は

家
康
方
に
い
た
、
自
身
の
甥
で
あ
る
内
藤
甚
市
に
弓
で
射
ら
れ
て
致
命
傷
を
負
い
、

息
子
の
守
綱
に
か
つ
が
れ
て
勝
鬘
寺
に
戻
っ
た
が
、
そ
の
ま
ま
落
命
し
た
と
い
う

（『
松
平
記
』）。
勝
鬘
寺
に
は
髙
綱
の
墓
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

守
綱
は
一
揆
後
、
平
岩
善
十
郎
（
親
吉
の
弟
）
の
取
次
で
許
さ
れ
て
家
康
配
下
に

帰
参
し
、
数
々
の
武
功
を
挙
げ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
最
後
は
家
康
の
直
命
に
よ
り

家
康
九
男
義
直
の
付
家
老
と
さ
れ
、
尾
張
徳
川
藩
を
支
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
守

綱
は
死
後
、
名
古
屋
の
興
善
寺
（
浄
土
真
宗
）
に
葬
ら
れ
る
が
、
息
子
の
重
綱
、
孫

の
治
綱
に
よ
り
、
三
河
寺
部
に
守
綱
寺
が
創
建
さ
れ
、
遺
骸
も
移
さ
れ
る
。
さ
ら
に

名
古
屋
城
下
に
も
守
綱
寺
が
創
建
さ
れ
、両
寺
と
も
渡
邉
半
蔵
家
の
帰
依
を
受
け
る
。

渡
邉
半
蔵
家
の
当
主
は
歴
代
、
篤
信
の
門
徒
で
あ
っ
た
と
い
う
＊
2
。

　

＊
2�

松
金
直
美
「
尾
張
門
徒
の
報
恩
講
」（『
名
古
屋
御
坊
』
第
六
七
七
号
、
二
〇

二
二
年
一
二
月
）
に
お
い
て
、『
妙
好
人
伝
』
に
所
収
さ
れ
る
「
尾
州
渡
邉
氏
」

の
逸
話
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

以
上
、
石
川
・
本
多
・
渡
邉
三
氏
の
主
要
な
内
容
の
み
手
短
に
紹
介
し
て
き
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
た
と
え
ば
三
河
一
向
一
揆
時
に
お
け
る
夏
目
広
次
（
吉
信
）
の
葛

藤
、「
七
か
寺
」
の
一
つ
で
あ
る
中
之
郷
浄
妙
寺
の
赦
免
と
寺
地
安
堵
に
関
す
る
酒

井
左
衛
門
尉
忠
次
の
尽
力
な
ど
触
れ
る
べ
き
点
は
多
く
あ
る
。
こ
こ
で
最
後
に
述
べ

て
お
き
た
い
の
は
、
現
代
的
な
感
覚
で
「
改
宗
」「
非
改
宗
」
と
い
っ
た
語
句
を
用

い
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
全
体
を
通
し
た
〝
関
係
の
持
ち
方
〟
の
度
合

い
で
実
態
を
把
握
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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『
法
華
経
』
法
師
品
ま
で
読
み
進
め
た
。

　

大
乗
経
典
は
仏
教
混
淆
梵
語
で
書
か
れ
た
も
の
が
多
い
。
純
正
な
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
を
自
在
に
使
い
こ
な
す
知
識
人
が
多
い
サ
ン
ガ
で
編
集
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
洗

練
さ
れ
た
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
経
典
が
成
立
し
た
筈
で
あ
る
。混
淆
は
起
こ
ら
な
い
。

筆
者
は
別
の
可
能
性
を
考
え
る
。
大
乗
経
典
は
俗
語
主
体
の
言
語
習
慣
の
な
か
で
成

立
し
た
経
典
で
は
な
い
の
か
。

　

口
誦
に
よ
る
伝
承
で
は
、
発
音
や
語
法
な
ど
地
域
語
の
影
響
を
受
け
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
仏
教
の
中
心
地
が
徐
々
に
西
方
に
移
る
に
つ
れ
、
釈
尊
の

教
説
は
、
口
誦
さ
れ
る
う
ち
に
、
発
音
も
語
法
も
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
範
囲
内
で

隣
接
の
よ
く
似
た
地
域
語
に
少
し
ず
つ
置
き
換
え
ら
れ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

仏
教
の
初
期
に
は
、
サ
ン
ガ
内
の
通
用
語
と
聖
典
語
は
同
一
で
あ
っ
た
。
大
乗
仏

教
興
起
の
頃
の
仏
教
サ
ン
ガ
は
イ
ン
ド
亜
大
陸
の
各
地
に
分
立
し
て
お
り
、
僧
た
ち

は
各
自
の
生
得
の
言
語
を
サ
ン
ガ
に
持
ち
込
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。
サ
ン
ガ
内
は
い
く

つ
か
の
地
域
語
が
混
じ
る
状
態
と
な
り
、
意
思
疎
通
に
は
生
得
の
言
語
の
制
約
を
超

え
て
相
互
理
解
を
可
能
に
す
る
通
用
語
が
必
要
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
地
域
語

の
要
素
を
多
く
取
り
込
ん
だ
混
成
語
が
通
用
語
と
な
り
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
一
辺
倒

に
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

さ
ら
に
聖
典
語
と
通
用
語
と
は
区
別
さ
れ
た
。
こ
れ
は
僧
た
ち
が
聖
典
の
言
葉
に

自
分
た
ち
の
言
語
か
ら
隔
た
り
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
区
別
す
る
意
識
が
生
じ
て

起
こ
っ
た
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
大
乗
経
典
は
通
用
語
な
ど
が
反
映
し
た
言
葉

遣
い
の
文
章
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ア
ジ
ア
仏
教
研
究
会
分
科
会

玉
井　
　

威

　

コ
ロ
ナ
禍
で
し
ば
ら
く
休
会
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
再
開
後
は
、
従
前
ど
お
り

「
ミ
リ
ン
ダ
王
の
問
い
」（
東
洋
文
庫
）
を
中
心
テ
キ
ス
ト
と
し
て
読
み
進
め
て
い
る
。

読
み
進
め
て
い
く
中
で
、
本
書
の
古
層
部
（
パ
ー
リ
テ
キ
ス
ト
89
頁
ま
で
）
に
見
ら

れ
た
「
イ
ン
ド
と
ギ
リ
シ
ャ
の
思
想
対
決
」
の
様
相
が
影
を
潜
め
、
も
っ
ぱ
ら
当
時

教
団
内
で
問
題
と
さ
れ
た
議
論
が
展
開
さ
れ
解
決
が
図
ら
れ
、
一
種
の
カ
テ
キ
ズ
ム

の
感
を
呈
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
ブ
ッ
ダ
の
全
知
性
（
一
切
知
）
を
問
題
と
す
る
と

き
、
よ
く
議
論
さ
れ
る
ブ
ッ
ダ
の
苦
痛
の
感
受
の
問
題
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ブ
ッ

ダ
は
一
切
の
不
善
を
焼
き
尽
く
し
一
切
知
者
た
る
境
地
に
至
っ
た
存
在
で
あ
る
の

に
、
最
後
の
旅
の
途
上
、
ブ
ッ
ダ
が
鍛
冶
工
チ
ュ
ン
ダ
の
接
待
を
受
け
、
下
痢
の
苦

悩
が
生
じ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
は
矛
盾
し
て
い
な
い
か
と
い
う
。
不
善
業
の
焼

尽
と
苦
痛
の
感
受
の
存
在
と
の
二
律
背
反
性
が
議
論
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
ミ
リ
ン

ダ
王
が
疑
問
を
呈
し
、
ナ
ー
ガ
セ
ー
ナ
長
老
が
こ
れ
に
答
え
る
と
い
う
形
を
と
っ
て

い
る
。ブ
ッ
ダ
在
世
中
は
こ
う
い
う
問
題
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、ブ
ッ

ダ
亡
き
後
、
ブ
ッ
ダ
の
常
人
と
の
隔
絶
性
、
超
人
性
が
進
ん
だ
こ
と
が
、
こ
う
し
た

議
論
が
出
現
す
る
大
き
な
要
因
に
な
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。キ
リ
ス
ト
教
で
言
え
ば
、

イ
エ
ス
の
神
性
（
全
知
性
）
を
疑
う
議
論
と
比
較
で
き
よ
う
。
ま
た
、
こ
の
議
論
の

中
で
、苦
し
み
の
原
因
と
し
て
八
つ
あ
げ
ら
れ
る
中
で
、「
風
」
と
「
胆
汁
」
と
「
痰
」

が
出
て
く
る
の
は
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
の
影
響
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
が
ま
た
ギ
リ

シ
ャ
の
四
性
論
に
つ
な
が
る
の
も
興
味
深
い
。
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真
宗
史
研
究
会

安
藤　
　

弥

　

今
年
度
は
次
の
と
お
り
、
二
回
の
研
究
会
を
実
施
し
た
。

第
一
回
目
（
通
算
第
四
六
回
）

　
【
日
時
】
九
月
二
日
（
金
）
一
四
時
～

　
【
報
告
者
】
祢
津
宗
伸
氏

　
【
題
目
】�「
高
田
本
、
琳
阿
本
、
康
永
本
の
異
同
か
ら
み
た
親
鸞
伝
絵
の
成
立
過
程

─
琳
阿
本
詞
書
覚
如
直
筆
説
の
検
証
─
」

第
二
回
目
（
通
算
第
四
七
回
）

　
【
日
時
】
二
〇
二
三
年
二
月
二
十
四
日
（
金
）
一
四
時
～

　
【
報
告
者
】
青
木
馨
（
客
員
所
員
）・
安
藤
弥
（
所
長
）

　
【
題
目
】「
戦
国
期
浄
妙
寺
文
書
の
基
礎
検
討
」

　

祢
津
氏
は
、
本
会
三
回
目
の
研
究
報
告
と
な
る
。
今
回
は
、
い
わ
ゆ
る
「
親
鸞
伝

絵
」
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
、
高
田
専
修
寺
本
、
琳
阿
本
（
西
本
願
寺
本
）、
康
永

本
（
東
本
願
寺
本
）
の
筆
跡
の
異
同
か
ら
研
究
す
る
内
容
で
、
特
に
琳
阿
本
の
詞
書

が
覚
如
の
直
筆
で
あ
る
と
い
う
問
題
提
起
が
な
さ
れ
た
。

　

青
木
・
安
藤
は
、
近
時
の
調
査
で
確
認
さ
れ
た
愛
知
県
岡
崎
市
浄
妙
寺
所
蔵
の
戦

国
期
文
書
七
点
の
内
容
を
検
討
し
た
。
特
に
天
正
十
三
年
と
推
定
さ
れ
る
文
書
群
の

内
容
か
ら
、
三
河
一
向
一
揆
後
の
赦
免
に
お
い
て
、
浄
妙
寺
の
「
寺
内
」（
寺
領
）

が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
た
の
か
と
い
う
論
点
に
注
目
し
、
三
河
三
か
寺
に
次
ぐ
位
置

に
浄
妙
寺
が
あ
っ
た
こ
と
を
議
論
し
た
。

　

次
年
度
も
引
き
続
き
、
二
回
程
度
の
研
究
会
を
行
い
た
い
と
考
え
る
。

「
東
ア
ジ
ア
仏
教
思
想
史
」
研
究
会

市
野　

智
行

開
催
日
：
5
／
29
・
9
／
8
・
9
／
9
・
12
／
27
・
1
／
9

メ
ン
バ
ー
：
市
野
智
行
・
織
田
顕
祐
・
藤
村
潔
・
川
口
淳
・
黒
田
浩
明

　

二
〇
二
二
年
度
も
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
開
催
形
式
を
午
前
・
午
後
（
全
日
）
の

日
程
に
変
更
し
実
施
し
た
。
年
間
通
し
て
の
開
催
日
数
は
少
な
い
も
の
の
、
集
中
的

に
行
う
こ
と
で
実
り
あ
る
研
究
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

研
究
会
の
持
ち
方
は
、
曇
鸞
の
『
無
量
寿
経
優
婆
提
舎
願
生
偈
註
』（
以
下
、『
浄

土
論
註
』）
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
何
よ
り
も
原
文
を
じ
っ
く
り
と
読
む
こ
と
を
基

本
と
し
て
い
る
。
と
い
う
の
も
今
日
の
曇
鸞
研
究
が
親
鸞
の
視
点
を
含
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
、「
読
み
す
ぎ
て
し
ま
う
」
傾
向
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
曇
鸞
の
生
き
た
時

代
の
中
で
、
ま
た
曇
鸞
に
与
え
た
で
あ
ろ
う
影
響
（
般
若
経
・
維
摩
経
・
十
地
経
・

華
厳
経
・
大
智
度
論
な
ど
）
を
加
味
し
な
が
ら
、
大
乗
仏
教
の
大
き
な
流
れ
の
中
で
、

『
論
註
』
を
読
み
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
年
度
よ
う
や
く
読
み
終
え
る

こ
と
が
で
き
た
。『
論
註
』
を
『
論
註
』
の
ま
ま
読
む
こ
と
で
、
見
え
て
き
た
課
題

が
い
く
つ
か
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
回
向
」
や
「
五
念
門
」
と
い
っ
た
術
語
の
背
景

に
大
乗
仏
教
の
大
き
な
展
開
が
あ
る
事
や
、『
論
註
』
の
組
織
そ
の
も
の
に
つ
い
て

は
実
は
十
分
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

　

次
年
度
は
研
究
会
を
通
し
て
浮
上
し
た
課
題
に
対
し『
曇
鸞『
論
註
』新
研
究
』（
仮
）

と
題
し
た
研
究
論
集
を
刊
行
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
第
一
歩
と
し
て
十
二
月

二
十
七
日
の
研
究
会
で
は
、
参
加
者
に
よ
る
発
表
が
行
わ
れ
、
課
題
の
共
有
を
行
っ

た
。
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「
近
代
戦
争
下
の
学
術
調
査
と
人
的
交
流
」
研
究
会藤

井
由
紀
子

メ
ン
バ
ー
：
藤
井
由
紀
子
・
川
口
淳
・
中
川
剛
・
日
比
野
洋
文
・
花
栄

　

残
さ
れ
た
史
資
料
に
基
づ
き
、
現
地
調
査
を
踏
ま
え
つ
つ
、
日
中
戦
争
下
に
行
わ

れ
た
学
術
調
査
の
歴
史
的
意
義
を
探
る
。
こ
れ
が
本
研
究
会
の
本
来
の
活
動
趣
旨
で

あ
る
が
、
昨
年
度
の
報
告
で
述
べ
た
よ
う
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
環
境

変
化
を
鑑
み
て
調
査
方
針
を
見
直
し
、
研
究
会
の
主
軸
で
あ
る
西
蔵
寺
蔵
「
小
川
貫

弌
資
料
」
を
中
心
に
、「
コ
ロ
ナ
禍
下
で
の
資
料
共
有
方
法
の
構
築
」
と
い
う
テ
ー

マ
の
も
と
で
本
年
度
も
活
動
を
行
っ
た
。
具
体
的
に
は
、「
日
中
戦
争
下
の
学
術
調

査
と
人
的
交
流
を
探
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
─
興
亜
留
学
生
小
川
貫
弌
の
記
録
─
」
と
題

し
て
、
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
形
で
一
部
資
料
を
W
e
b
上
で
公
開
し
（https://

sites.google.com
/view

/doho-bukken-ogaw
adocum

ents

）、
戦
時
下
の
学
術

調
査
関
係
資
料
を
共
有
す
る
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
づ
く
り
の
基
礎
を
固
め

た
。
ま
た
、「
小
川
貫
弌
資
料
」
南
京
関
係
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
と
並
行
し
、

2
0
2
2
年
12
月
初
旬
、
同
朋
学
園
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
Ｄ
ｏ
プ
ラ
ザ
閲
蔵
1
Ｆ

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
い
て
、「
戦
時
下
の
中
国
仏
教
研
究
Ⅲ
─
南
京
仏
学
院
と
「
亀
谷

法
城
資
料
」」
展
を
開
催
し
た
。

「
日
本
仏
教
の
成
立
と
展
開
」
研
究
会

　
（
活
動
継
続
中
）

教
行
信
証
学
習
会

吉
田　

暁
正

講
師
：
森
村
森
鳳
（
張
偉
）
先
生

趣
旨
：
漢
文
と
し
て
『
教
行
信
証
』
を
読
む

会
場
：
同
朋
学
園
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
Ｄ
ｏ
プ
ラ
ザ
閲
蔵
2
Ｆ
多
目
的
会
議
室

テ
キ
ス
ト
：
東
本
願
寺
出
版
『
真
宗
聖
典
』（
必
要
に
応
じ
て
資
料
配
付
有
）

開
催
日
：
5
／
26　

6
／
23　

7
／
28　

9
／
29　

11
／
24

　
　
　
　

2
0
2
3
年　

1
／
26　

2
／
16

　
『
教
行
信
証
』
の
読
解
に
お
い
て
、
親
鸞
が
言
葉
の
中
に
込
め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

確
か
め
る
よ
う
に
学
習
を
進
め
て
い
る
。
特
に
、
親
鸞
の
言
語
表
現
、
文
字
へ
の
厳

密
さ
に
注
目
し
て
読
む
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
表
現
の
中
に
込
め
ら
れ
て
い
る
重
層
的

な
意
味
を
読
み
取
る
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
読
解
を
進
め
て
い
る
。

　

今
年
度
は
、「
信
巻
」
に
お
け
る
「
八
番
問
答
」
に
つ
い
て
学
習
を
進
め
た
。「
難

化
の
三
機
・
難
治
の
三
病
」
と
し
て
五
逆
、
謗
法
、
一
闡
提
の
三
種
の
も
の
が
ど
の

よ
う
に
救
わ
れ
て
い
く
の
か
、『
論
註
』
の
八
番
問
答
を
引
用
さ
れ
た
親
鸞
の
意
図

を
確
か
め
な
が
ら
読
み
進
め
て
い
る
。
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二
〇
二
二
年
度
彙
報

《
研
究
所
構
成
メ
ン
バ
ー
》

所　
　
　

長　
　

安
藤 

弥

所　
　
　

員　
　

箕
浦
尚
美
（
人
文
学
科
）　

岩
瀬
真
寿
美
（
社
会
福
祉
学
科
）

　
　
　
　
　
　
　

北
島
信
子
（
社
会
福
祉
学
科
）

所
員
・
幹
事　
　

市
野
智
行
（
仏
教
学
科
）

研
究
顧
問　
　
　

小
山
正
文　

小
島
惠
昭　

蒲
池
勢
至　

玉
井 

威

所
員
（
非
常
勤
）
千
枝
大
志　

川
口 

淳

客
員
所
員　
　
　

青
木 

馨 　

飯
田
真
宏　

上
島 

享　

塩
谷
菊
美　

大
山
誠
一

　
　
　
　
　
　
　

大
艸 

啓　

岡
村
喜
史　

花 

栄　

北
畠
知
量　

ギ
ャ
ナ
・
ラ
ト
ナ

　
　
　
　
　
　
　

黒
田
龍
二　

嘉
木
揚
凱
朝　

脊
古
真
哉　

曽
根
原 

理

　
　
　
　
　
　
　

新
野
和
暢　

武
田 

龍　

服
部 
仁　

藤
井
由
紀
子　

藤
村 

潔

　
　
　
　
　
　
　

ブ
レ
ニ
ナ
・
ユ
リ
ア　

松
金
直
美　

吉
田
暁
正　

吉
田
一
彦

客
員
研
究
員　
　

老
泉 

量　

川
村
伸
寛　

木
全
琢
麿　

周
夏　

高
木
祐
紀　

　
　
　
　
　
　
　

中
川 

剛　

日
比
野
洋
文　

松
山 

大

特
別
研
究
員　
　

小
谷
峻
示

《
所
員
会
議
》

　

4
／
18　

5
／
16　

6
／
14　

7
／
19　

9
／
20　

10
／
24

　

11
／
8　

12
／
5　

1
／
17　

2
／
7

《
公
開
講
座
等
》

・
現
地
で
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
：
前
期
・
後
期
と
も
今
年
度
は
中
止

《
ギ
ャ
ラ
リ
ー
史
料
展
示
》（
会
場
＝
Ｄ
ｏ
プ
ラ
ザ
閲
蔵
一
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｄ
ｏ
）

・
前
期
（
7
／
9
～
7
／
22
）　
〔
担
当
〕
千
枝
大
志
・
川
口
淳

　
「
す
り
出
さ
れ
た
カ
ミ
・
ホ
ト
ケ 

─
出
版
か
ら
み
た
仏
教
文
化
─
」
展

・
後
期
（
12
／
5
～
12
／
14
）〔
担
当
〕
藤
井
由
紀
子

　
「
戦
前
下
の
中
国
仏
教
研
究
Ⅲ
─
南
京
仏
学
院
と
「
亀
谷
法
城
資
料
」
─
」
展

《
史
料
調
査
活
動
》

・
真
宗
寺
院
史
料
調
査　

※
本
誓
寺
調
査
は
初
期
真
宗
研
究
会
の
調
査
を
兼
ね
る
。

　

4
／
15
～
4
／
17　

本
誓
寺
（
真
宗
大
谷
派
・
岩
手
県
盛
岡
市
）

　

4
／
25　

一
乗
寺
（
真
宗
興
正
派
・
愛
知
県
額
田
郡
幸
田
町
）

　

8
／
24
～
8
／
26　

本
誓
寺
（
真
宗
大
谷
派
・
岩
手
県
盛
岡
市
）

　

12
／
27　

阿
弥
陀
寺
（
真
宗
大
谷
派
・
茨
城
県
那
珂
市
）

・
寄
託
史
料
の
整
理
調
査
（
養
念
寺
）

・
学
園
史
関
係
資
料
の
再
確
認

《
特
別
活
動
》

・
研
究
所
所
蔵
フ
ィ
ル
ム
史
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
作
業

・
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
関
連
実
習

・
く
ず
し
字
解
読
学
習
会
の
実
施
（
学
芸
員
課
程
履
修
学
生
希
望
者
対
象
）

　

11
／
29　

12
／
13　

1
／
10　

2
／
7

・
随
時
、
研
究
所
へ
の
学
術
的
来
訪
・
打
診
へ
対
応

◎
同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
編
『
親
鸞
・
初
期
真
宗
門
流
の
研
究
』（
法
藏
館
、

二
〇
二
三
年
三
月
）
刊
行
。
本
論
集
刊
行
の
た
め
に
「
初
期
真
宗
研
究
会
」

を
立
ち
あ
げ
、「
真
宗
大
谷
派
宗
祖
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
百
五
十
年
・
立
教

開
宗
八
百
年
慶
讃
事
業
学
術
研
究
助
成
」
を
頂
戴
し
て
取
り
組
ん
だ
成
果
を

ま
と
め
ま
し
た
。
記
し
て
関
係
各
位
に
甚
深
の
感
謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

〔
付
記
〕
本
所
報
の
巻
頭
言
は
『
親
鸞
・
初
期
真
宗
門
流
の
研
究
』
の
緒
言
の

文
章
内
容
を
抜
粋
・
再
編
集
し
て
掲
載
し
た
も
の
で
す
。


